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こ
と
し
境
港こ

う

に
寄
港
す
る
予
定
の
ク
ル
ー
ズ
客
船
は
、
23

隻
・
60
回
の
予
定(
１
月
28
日
現
在)

で
す
。
昨
年
実
績
の
19

隻
47
回
を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
２
０
２
６

年
に
境
港
に
寄
港
す
る
ク
ル
ー
ズ
客
船
の
傾
向
と
受
け
入
れ

態
勢
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

境
港
へ
の
ク
ル
ー
ズ
客
船

境
港
へ
の
ク
ル
ー
ズ
客
船

境
港
へ
の
ク
ル
ー
ズ
客
船

境
港
へ
の
ク
ル
ー
ズ
客
船

国
内
外
か
ら
60
回
寄
港
予
定

国
内
外
か
ら
60
回
寄
港
予
定

２０２６年
　
こ
と
し
の
ク
ル
ー
ズ
客
船

は
、
２
月
に
２
回
の
寄
港
予

約
が
あ
り
、
12
月
の
予
約
も

あ
る
な
ど
、
例
年
よ
り
長
い

期
間
、
境
港
の
訪
問
が
続
く

　「みなとオアシス函館」は、港の賑わいを創
出するため、函館市の観光拠点でもある「赤レ
ンガ倉庫群(末広地区)」、「函館朝市(若松地
区)」や、市民の憩いの場である「緑の島(大町
地区)」、「西ふ頭」、そのほか「国際水産・海洋
総合研究センター(弁天地区)」など、港に関連
する施設を活用しながら、イベントの実施や支
援、情報発信などによる地域の活性化を目指し
ています。
　当オアシスのSea級グルメは「いかめし」です。
「いかめし」は、戦時中の食糧難を背景に、米
を節約しながらも満足感のある料理として考案
されたのが始まりとされています。
　新鮮なイカに地元産のお米を詰め、函館産
真昆布で出

だ

汁
し

を
とった醤油ベー
スの煮汁で煮込
んで仕上げた、
素朴ながらも奥
深い風味となっ
ています。
　「みなとオアシ
スSea級グルメ全国大会in境港」では、多くの皆
様にお買い求めいただき感謝申し上げます。機
会がありましたら、ぜひ新鮮なイカ料理をはじめ
としたグルメを味わいに函館にお越しください。
　資料提供：みなとオアシス函館運営協議会

私たちのまちのＳｅａ級グルメ ⑱

函館産真昆布の出汁がポイント

奥深い風味のいかめし
― みなとオアシス函館 ―

予
定
で
す
。

　
予
約
の
状
況
は
コ
ロ
ナ
禍

前
と
同
程
度
ま
で
回
復
し
て

き
ま
し
た
。
こ
と
し
も
小
・

中
・
大
型
と
幅
広
い
サ
イ
ズ

や
ク
ラ
ス
の
客
船
が
バ
ラ
ン

ス
よ
く
寄
港
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　
初
寄
港
の
船
は
、
昨
年
建

造
さ
れ
た
日
本
船
籍
の
ミ
ツ

イ
・
オ
ー
シ
ャ
ン
・
サ
ク
ラ

な
ど
の
９
隻
。
以
前
か
ら
継

続
的
に
寄
港
し
て
い
る
客
船

も
複
数
回
寄
港
を
予
定
し
、

中
国
か
ら
は
大
型
船
の
寄
港

予
約
が
３
回
入
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
朝
、
境
港
に
寄
港
し

て
翌
日
夕
方
頃
な
ど
に
出
航

す
る
夜
間
停
泊(

オ
ー
バ
ー

ナ
イ
ト)
の
船
も
何
隻
か
予

定
が
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
寄
港
の
受
け
入
れ

を
担
う
境
夢
み
な
と
タ
ー
ミ

ナ
ル(

竹
内
団
地)

で
は
、
待

合
ホ
ー
ル
で
の
各
種
も
て
な

し
ブ
ー
ス
の
設
置
や
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
の
出
店
、
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
実
施
。
ク
ル
ー
と
境

港
市
内
保
育
園
の
園
児
と
の

交
流
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
毎
週
金
曜
日
の
イ

ー
ス
タ
ン
ド
リ
ー
ム
号
寄
港

に
合
わ
せ
て
、
そ
の
日
の
夜

に
イ
ー
ス
タ
ン
ナ
イ
ト
と
い

う
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し

た
。

　
さ
ら
に
、
客
船
の
寄
港
が

な
い
日
に
も
地
域
の
に
ぎ
わ

い
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
と
し
1
月
12
日
に
は
パ
ン

祭
り
を
開
催
し
、
中
海
・
宍

乗
船
客
で
に
ぎ
わ
う
境
夢
み
な
と
タ
ー
ミ
ナ
ル

道
湖
・
大
山
圏
域
の
店
舗
が

集
ま
り
、
約
５
０
０
０
人
の

来
場
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
同
タ
ー
ミ
ナ
ル(

指
定
管

理
者
「
み
な
と
み
ら
い
共
同

企
業
体
」)

は
「
何
よ
り
も

安
全
で
、
無
事
故
が
一
番
で

す
。
そ
し
て
、
乗
船
客
と
ク

ル
ー
に
満
足
し
て
も
ら
い
た

い
で
す
。
ま
た
、
客
船
寄
港

時
以
外
の
時
も
当
タ
ー
ミ
ナ

ル
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
管
理
組
合

(

☎
30
―
２
７
０
９)

、
ま
た

は
同
タ
ー
ミ
ナ
ル(

☎
46
―

０
６
８
８)

に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
境
港
商
工
会
議
所
と
境
港

青
色
申
告
会
は
、
所
得
税
の

確
定
申
告
に
備
え
て
、
決
算

・
確
定
申
告
個
別
相
談
会

(
消
費
税
の
相
談
も
可)

を

行
い
ま
す
。
相
談
に
応
じ
る

の
は
、
専
門
指
導
員(

中
国

税
理
士
会
米
子
支
部
の
会
員

税
理
士)

で
す
。

　
決
算
・
確
定
申
告
個
別
相

談
会
の
あ
ら
ま
し
は
、
次
の

通
り
。

日
時
　
２
月
26
日
㈭
・
27
日

㈮
、
３
月
２
日
㈪
・
３
日
㈫

時
間
は
い
ず
れ
も
▽
午
前
10

時
～
正
午
▽
午
後
１
時
～
４

時場
所
　
境
港
商
工
会
議
所
１

階
・
展
示
室(

境
港
市
上
道

町)参
加
料
　
無
料

持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の
　

決
算
書
、
申
告
書
、
帳
簿
一

式
、
そ
の
ほ
か
申
告
に
必
要

な
書
類

境港商議所、境港青申会

決算・確定申告個別指導

専門指導員が応じます

　
同
相
談
会
に
つ
い
て
、
詳

し
く
は
境
港
商
工
会
議
所
相

談
課(

☎
44
―
１
１
１
１)

ま
で
。

第
５
弾 

さ
か
い
み
な
と
応
援
券

新
規
取
扱
店
舗
を
募
集

　
境
港
市
は
、
市
内
取
扱
店

舗
で
の
買
物
や
食
事
な
ど
の

際
に
利
用
で
き
る
「
第
５
弾 

さ
か
い
み
な
と
応
援
券
」
を

全
市
民
に
配
布
し
ま
す
。
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
原
材
料
価
格
の

高
騰
、
商
品
価
格
の
値
上
げ

が
依
然
と
し
て
続
い
て
い
る

こ
と
に
よ
り
、
地
域
経
済
や

市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
が

出
て
い
る
こ
と
へ
の
対
策
と

し
て
決
定
し
た
も
の
で
す
。

　
配
布
に
先
立
ち
、
新
た
な

市
内
取
扱
店
舗
の
登
録
申
請

を
受
け
付
け
ま
す
。

　
同
応
援
券
登
録
の
申
請
期

限
は
２
月
13
日
㈮
で
す
。
な

お
、
期
限
後
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
が
、
市
民
へ
の
応
援

券
配
布
時
に
同
封
す
る
「
取

扱
店
舗
の
一
覧
」
に
は
掲
載

さ
れ
ま
せ
ん
。

　
提
出
書
類
な
ど
、
詳
し
く

は
市
水
産
商
工
課
商
工
振
興

係(

☎
47
―
１
０
５
６)

へ
。

ま
た
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ(

２
次
元
コ

ー
ド
参
照)

か
ら
も
確
認

で
き
ま
す
。



レ
イ
ル
予
防
は
地
域
社
会
を

持
続
可
能
な
も
の
に
す
る
た

め
に
不
可
欠
で
す
。
行
政
だ

け
で
は
な
く
、
皆
の
力
が
な

い
と
地
域
に
広
ま
ら
な
い
の

で
す
。
企
業
の
ト
ッ
プ
が
社

員
の
皆
さ
ん
に
啓
発
し
て
い

た
だ
き
、
産
官
学
民
が
連
携

し
『
健
康
長
寿
な
地
域
づ
く

り
』
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
講
演
終
了
後
、
境
港
市
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
保

健
師
が
フ
レ
イ
ル
に
つ
い
て

説
明
し
た
後
、
フ
レ
イ
ル
サ

ポ
ー
タ
ー
が
参
加
者
に
フ
レ

イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
。
フ

レ
イ
ル
度
を
判
定
す
る
質
問

や
フ
レ
イ
ル
に
関
す
る
い
ろ

い
ろ
な
計
測
を
し
、
フ
レ
イ

ル
予
防
の
た
め
の
具
体
策
を

提
案
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
皆
さ
ん
の
自
社

社
員
に
フ
レ
イ
ル
予
防
を
働

き
か
け
る
こ
と
を
真
剣
に
考

え
る
良
い
き
っ
か
け
に
な
っ

た
時
局
講
演
で
し
た
。

足
立
融
会
長

境港商議所
議員懇話会

フ
レ
イ
ル
予
防
の
効
果
を
解
説

鳥
取
県
西
部

歯
科
医
師
会

　

境
港
商
工
会
議
所
は
１
月
22
日
、
議
員
懇
話
会
を
開
催
。

こ
の
中
で
、(

一
社)
鳥
取
県
西
部
歯
科
医
師
会
会
長
の
足
立

融あ
き
ら

氏
を
迎
え
「
企
業
経
営
か
ら
見
た
フ
レ
イ
ル
予
防
の
効
果

を
考
え
る
」
の
テ
ー
マ
で
時
局
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　
足
立
会
長
は
、
講
演
で
フ

レ
イ
ル
に
つ
い
て
「
年
を
取

る
に
つ
れ
て
、
心
や
身
体
が

徐
々
に
衰
え
て
い
く
様
子
を

表
し
て
い
ま
す
。
痩
せ
て
き

た
、
握
力
が
な
く
な
っ
た
、

何
を
す
る
の
も
面
倒
だ
、
疲

れ
や
す
く
な
っ
た
な
ど
の
状

勝か
つ

矢や

教
授
と
出
会
い
、
当
時
、

福
祉
保
健
部
長
だ
っ
た
伊
達

憲
太
郎
・
境
港
市
長
に
つ
な

ぎ
ま
し
た
。

　
２
０
１
７
年
に
伊
達
部
長

(

当
時)

の
英
断
で
、
Ｉ
Ｏ
Ｇ

態
を
指
し
、
多
く
の
高
齢
者

が
フ
レ
イ
ル
か
ら
要
介
護
の

段
階
へ
と
変
化
し
ま
す
」
と

解
説
。

　
ま
た
「
た
だ
し
、
ち
ょ
っ

と
し
た
衰
え
に
早
く
気
づ
き
、

適
切
な
対
処
を
行
う
こ
と
で

元
の
健
常
な
状
態
に
戻
る
こ

と
が
で
き
ま
す
」
と
話
し
ま

し
た
。

　
足
立
会
長
が
フ
レ
イ
ル
に

関
心
を
持
っ
た
き
っ
か
け
は
、

サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
嚥え

ん

下げ

障
害
に

よ
り
不
幸
な
終
末
を
迎
え
た

患
者
さ
ん
を
救
え
な
か
っ
た

こ
と
で
し
た
。
フ
レ
イ
ル
予

防
に
最
も
先
進
的
で
健
康
長

寿
に
有
効
な
活
動
を
し
て
い

る
東
京
大
学
高
齢
社
会
総
合

研
究
機
構(

Ｉ
Ｏ
Ｇ)

の
飯
島

に
よ
る
指
導
の
も
と
市
民
主

体
の
境
港
市
の
フ
レ
イ
ル
予

防
活
動
が
始
ま
り
ま
す
。

　
こ
の
活
動
は
、
中
国
地
方

の
自
治
体
の
中
で
最
も
早
い

ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
現
在
で

は
、
フ
レ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー

が
多
数
集
ま
り
、
市
民
に
フ

レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
や
フ
レ
イ

ル
予
防
の
働
き
か
け
を
し
て

い
ま
す
。

　
最
後
に
足
立
会
長
は
「
フ

確定申告は

で完了！

マイナンバーカードで
自宅　　 から！

▶国税庁ホームページ「確定申
告書等作成コーナー」から、
スマホ等で申告書を作成し、
マイナンバーカードでオン
ライン提出！
▶マイナポータル連携で、控除
証明書等のデータが自動入
力！

▶自宅から申告可能
▶24時間利用可能 
　　※メンテナンス時間を除く

▶申告書がデータで確認可能
▶添付書類提出不要 
　　※一部書類は除く

▶早期還付（３週間程度で還付）

e-Taxのメリット

▲「確定申告書
等作成コーナー」

マイナンバーカード、
電子証明書の

有効期限にご注意を！
▶有効期限を過ぎた場合、e-Tax で
の手続が利用できません。
▶確定申告期は、窓口（市区町村）の
混雑が予想されます。お早めに更
新手続を。

納付は
振替納税が便利です！

▶初回のみ「振替依頼書」を提出するだけ！
▶振替日に預貯金口座から自動で引落し！

▶オンライン（e-Tax）で提出
▶書面で所轄の税務署又は金融機関に提出

▲詳細はこちら
「デジタル庁公式note」

▲オンライン（e-Tax）
提出の方法はこちら

振替納税のメリット

手続き方法 おすすめ！

申告と納付の期限

【所得税および復興特別所得税、贈与税】　2026年3月 16日 (月）
【消費税および地方消費税（個人事業主）】　2026年3月 31日 (火）

　

境
港
商
工
会
議
所
会
員

企
業
の
創
業
時
の
様
子
を

伝
え
る
「
創
業
の
頃
」。

今
回
は
、
弓
ヶ
浜
水
産
㈱

(

竹
内
団
地)

の
鶴
岡
比ひ

呂ろ

志し

社
長
に
伺
い
ま
し
た
。

創業の創業の 41

厳しい海で鍛えられて
 ― 弓ヶ浜水産 ―

頃

　
当
社
は
、
２
０
１
３(

平

成
25)

年
に
日
本
水
産
㈱

(

現
・
㈱
ニ
ッ
ス
イ)

の
サ
ー

モ
ン
試
験
養
殖
を
継
承
し
、

創
業
し
ま
し
た
。

　
ニ
ッ
ス
イ
は
、
２
０
１
１

年
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ

て
宮
城
県
女
川
町
で
行
っ
て

い
た
全
て
の
サ
ー
モ
ン
養
殖

の
関
連
事
業
が
壊
滅
し
た
た

め
、
事
業
化
調
査
を
行
う
こ

と
を
目
的
に
境
港
で
試
験
養

殖
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
２
０
１
１
年
10
月
、
私
は

震
災
の
熱
も
冷
め
や
ら
ぬ
中
、

「
こ
の
養
殖
の
仕
事
を
続
け

な
け
れ
ば
い
け
な
い
気
持

ち
」
と
「
三
陸
か
ら
離
れ
る

後
ろ
め
た
さ
」
を
抱
え
な
が

ら
、
試
験
養
殖
の
責
任
者
と

し
て
境
港
に
着
任
。

　
初
め
て
操
業
し
た
美
保
湾

の
海
は
、
三
陸
の
リ
ア
ス
式

海
岸
の
波
静
か
な
海
と
は
大

違
い
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
行

っ
て
き
た
養
殖
手
法
で
は
全

く
通
じ
ず
、
大
変
苦
戦
し
ま

し
た
。
失
敗
の
都
度
、
創
業

当
時
の
職
員
ら
と
一
緒
に
、

一
つ
一
つ
工
夫
と
改
良
と
対

策
を
重
ね
、
２
年
間
の
試
験

期
間
を
経
て
事
業
性
を
確
認
。

弓
ヶ
浜
水
産
㈱
を
設
立
し
、

私
が
初
代
社
長
に
就
任
し
ま

し
た
。

　
創
業
当
時
、
冬
の
沖
か
ら

戻
り
、
数
々
の
失
敗
に
打
ち

ひ
し
が
れ
る
私
に
対
し
、
中

野
港
の
凍
え
る
コ
ン
テ
ナ
事

務
所
の
中
で
「
日
本
一
を
目

指
そ
う
」
と
激
励
を
し
て
く

れ
た
創
業
メ
ン
バ
ー(

境
港

の
大
先
輩
の
元
漁
師
さ
ん)

を
今
で
も
思
い
出
し
ま
す
。

　
現
在
で
は
、
震
災
前
の
２

倍
を
上
回
る
水
揚
げ
規
模
に

拡
大
。
日
本
で
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
サ
ー
モ
ン
養
殖
会
社
に

成
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
こ
れ
も
偏
に
、
よ
そ
者
で

あ
る
私
達
に
対
し
、
大
切
な

海
を
預
け
て
い
た
だ
い
た
境

港
の
漁
業
者
の
皆
さ
ん
、
数

多
く
の
失
敗
を
一
緒
に
乗
り

越
え
た
職
員
、
挫
け
そ
う
な

時
も
暖
か
く
支
え
て
い
た
だ

い
た
地
元
の
皆
さ
ん
の
お
陰

で
あ
る
と
、
改
め
て
感
じ
て

い
ま
す
。

　
次
の
目
標
は

「
境
港
発 

世
界

水
準
の
サ
ー
モ

ン
養
殖
会
社
を

目
指
す
」
で
す
。

世
界
で
は
、
サ

ー
モ
ン
養
殖
産

業
の
成
長
や
技

術
革
新
が
目
覚

ま
し
く
、
こ
の

実
現
は
簡
単
な
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
境
港
の
厳
し
い

冬
の
海
で
培
っ
た
技
術
と
心

構
え
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
今

後
も
新
し
い
技
術
を
ど
ん
欲

に
吸
収
し
て
い
け
ば
、
こ
の

実
現
は
成
し
え
る
で
あ
ろ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
が
、
地
域
社
会
へ
の

貢
献
と
、
こ
れ
ま
で
お
世

話
に
な
っ
た
皆
さ
ん
へ
の

恩
返
し
、
ひ
い
て
は
我
が

国
水
産
業
の
成
長
産
業
化

の
実
現
に
も
繋つ

な

が
っ
て
い

く
も
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
　
　
　
　
　
　(

談)

フレイル予防の大切さを語る足立融会長

創
業
時
の
同
社
ポ
ス
タ
ー
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ち
ょ
っ
と拝 見

オニツカイノベーティブファクトリー

ブランド生産の中心的な役割担う
名称を変更し社屋外観も一新

　

山
陰
ア
シ
ッ
ク
ス
工
業
㈱(

渡
町
、
緒
方
太た

か

志し

社
長)

は
、

こ
の
た
び
社
名
を
オ
ニ
ツ
カ
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
㈱
に
変
更
。
１
月
15
日
に
行
わ
れ
た
開
所
式
に
お
じ
ゃ

ま
し
ま
し
た
。

　
同
社
は
、
ア
シ
ッ
ク
ス
の

創
業
者
・
鬼
塚
喜
八
郎
氏
の

生
誕
地
で
あ
る
鳥
取
県
に
設

立
さ
れ
た
、
オ
ニ
ツ
カ
タ
イ

ガ
ー
ブ
ラ
ン
ド
の
専
用
生
産

拠
点
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し

た
。

支
援
メ
ニ
ュ
ー
編

とっとり国際
ビジネスセンター

海
外
展
開
の
ス
ス
メ

物
流
拠
点
と
し
て
の
境
港

―
境
港
貿
易
振
興
会
は
ど

の
よ
う
な
団
体
で
す
か
。

　「
山
陰
両
県
や
中
海
周

辺
の
市
町
村
、
境
港
を
利

用
す
る
企
業
な
ど
、
約
１

０
８
団
体
で
構
成
さ
れ
る

任
意
団
体
で
す
。
県
内
外

で
の
境
港
利
用
促
進
セ
ミ

　
「
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
」
と
は
、
港
を
利
用
し
て
も
ら
う
た

め
に
企
業
へ
働
き
か
け
る
活
動
の
こ
と
で
す
。
境
港こ

う

で
も

利
用
促
進
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
今
回
は
、
そ
の
業
務
を

担
う
境
港
貿
易
振
興
会
の
岩
田
朗あ

き
ら

事
務
局
長
に
、
助
成
制

度
を
中
心
と
し
た
話
を
伺
い
ま
し
た
。

ナ
ー
の
開
催
や
物
流
展
示
会

へ
の
出
展
、
船
会
社
や
荷
主

企
業
へ
の
訪
問
な
ど
を
通
じ

て
、
境
港
の
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
」

―
助
成
制
度
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　「
コ
ン
テ
ナ
貨
物
は
、
20

フ
ィ
ー
ト
換
算
で
Ｔ
Ｅ
Ｕ
と

い
う
単
位
を
用
い
ま
す
。
新

規
に
境
港
を
利
用
し
た
企
業

に
は
１
Ｔ
Ｅ
Ｕ
当
た
り
２
万

円
、
過
去
３
年
間
の
平
均
よ

り
取
扱
量
が
増
え
た
場
合
は

１
万
円
を
助
成
し
ま
す
。
さ

ら
に
陸
送
費
と
し
て
５
０
０

０
円
、
冷
凍
・
冷
蔵
コ
ン
テ

ナ
に
は
２
万
円
を
上
乗
せ
し

ま
す
。
小
口
混
載
や
国
際
フ

ェ
リ
ー
、
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
向
け

の
助
成
も
あ
り
、
利
用
状
況

に
応
じ
た
制
度
を
整
え
て
い

ま
す
」

―
境
港
を
利
用
す
る
メ
リ

ッ
ト
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　「
主
要
港
で
は
、
混
雑
に

よ
り
荷
役
や
貨
物
の
受
け
取

り
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
境
港
で
は
柔

軟
で
迅
速
な
対
応
が
可
能
で

す
。
こ
う
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス

は
、
使
っ
て
み
な
い
と
わ
か

り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
お
試

し
利
用
を
支
援
す
る
『
環
境

負
荷
低
減
ト
ラ
イ
ア
ル
助

成
』
を
設
け
、
経
費
の
１
／

２
、
最
大
50
万
円
を
助
成
し

て
い
ま
す
。
利
用
企
業
か
ら

は
『
一
度
使
っ
て
み
た
ら
良

か
っ
た
』
と
の
声
も
聞
か
れ
、

本
格
的
に
物
流
ル
ー
ト
を
転

換
す
る
事
例
も
増
加
し
て
い

ま
す
」

　
素
材
開
発
か
ら
デ
ザ
イ
ン
、

生
産
ま
で
を
一
貫
し
て
行
う

体
制
を
備
え
、
社
屋
も
黒
と

黄
色
で
オ
ニ
ツ
カ
タ
イ
ガ
ー

の
イ
メ
ー
ジ
を
想
起
さ
せ
る

外
観
に
変
身
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
世
界
的
な
人
気
を

誇
る
「
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ 

Ｍ

Ａ
Ｄ
Ｅ
」
シ
リ
ー
ズ
や
、
フ

ォ
ー
マ
ル
な
レ
ザ
ー
シ
ュ
ー

ズ
を
展
開
す
る
ブ
ラ
ン
ド

「
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｋ

Ａ
」
の
高
付
加
価
値
フ
ッ
ト

ウ
エ
ア
製
品
の
生
産
体
制
を

強
化
し
ま
す
。
ま
た
、
新
た

に
レ
ザ
ー
バ
ッ
グ
の
生
産
も

開
始
す
る
予
定
で
す
。

　
併
せ
て
、イ
タ
リ
ア
の「
ミ

ラ
ノ
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
」

や
先
進
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
研

究
す
る
「
ア
シ
ッ
ク
ス
ス
ポ

ー
ツ
工
学
研
究
所
」
と
い
っ

た
２
施
設
と
密
接
に
連
携
を

と
っ
て
、
更
な
る
ブ
ラ
ン
ド

の
品
質
向
上
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　
同
社
に
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
も

あ
り
、
オ
ニ
ツ
カ
タ
イ
ガ
ー

の
歴
史
と
、
も
の
づ
く
り
を

紹
介
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
も
展

示
。
さ
ら
に
、
ス
ト
ア
も
併

設
さ
れ
て
お
り
、
工
場
で
生

産
さ
れ
る
２
ブ
ラ
ン
ド
の
シ

ュ
ー
ズ
を
販
売
し
ま
す
。
同

時
に
世
界
で
唯
一
の
シ
ュ
ー

ズ
を
購
入
で
き
る
カ
ス
タ
ム

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
シ
ス
テ

ム
も
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
開
所
式
に
は
、
平
井
伸
治

・
鳥
取
県
知
事
、
伊
達
憲
太

郎
・
境
港
市
長
が
来
賓
と
し

て
登
壇
し
、
同
社
の
地
域
へ

の
貢
献
や
、
今
後
の
連
携
へ

の
期
待
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

山
下
智
久
氏
が
デ
ザ
イ
ン
監

修
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
モ
デ
ル

を
初
披
露
。
オ
ニ
ツ
カ
タ
イ

ガ
ー
の
基
本
モ
デ
ル
を
基
に
、

山
下
氏
が
特
別
な
デ
ザ
イ
ン

を
施
し
た
一
足
で
す
。
こ
と

し
３
月
か
ら
発
売
の
予
定
。

シ
ュ
ー
ズ
の
開
発
に
取
り
組
む
同
社
ス
タ
ッ
フ

　
緒
形
社
長
は
、「
創
業
者

で
あ
る
鬼
塚
喜
八
郎
の
精
神

を
受
け
継
ぎ
、
オ
ニ
ツ
カ
タ

イ
ガ
ー
ブ
ラ
ン
ド
の
発
展
に

尽
く
し
た
い
で
す
。
ま
た
、

境
港
の
地
域
振
興
に
も
つ
な

げ
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎
45

―
０
８
７
１)

に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
境
港
市
は
、
国
の
交
付
金

を
活
用
し
、
市
独
自
の
「
第

２
弾 

事
業
者
エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
高
騰
対
策
支
援
金
」
を

支
給
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
支
援
金
の
あ
ら
ま
し

は
、
次
の
通
り
で
す
。

対
象
者
　
境
港
市
内
に
本
社

ま
た
は
本
店
と
な
る
事
業
所

を
有
す
る
中
小
企
業
者
な
ど

―
企
業
の
皆
さ
ん
に
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　「
漁
港
の
イ
メ
ー
ジ
が
強

い
境
港
で
す
が
、
釜
山
航
路

や
国
際
フ
ィ
ー
ダ
ー
航
路
、

日
韓
フ
ェ
リ
ー
な
ど
、
多
様

な
物
流
選
択
肢
を
有
す
る
国

際
貿
易
港
で
す
。Ｃ

Ｏ
²
削
減
や
Ｂ
Ｃ
Ｐ

(
事
業
継
続
計
画)

の

観
点
か
ら
も
、
ぜ
ひ

境
港
の
活
用
を
ご
検

討
く
だ
さ
い
」

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
終
え
て

　
国
際
物
流
が
海
外

取
引
に
お
い
て
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い

(

個
人
事
業
主
含
む)

給
付
額
　
▽
法
人
＝
一
律
10

万
円
▽
個
人
＝
一
律
５
万
円

(

複
数
店
舗
あ
る
場
合
も
同

様)給
付
要
件
　
次
の
①
～
⑤
を

す
べ
て
満
た
す
こ
と

①
２
０
２
５(

令
和
７)

年
４

月
か
ら
同
年
12
月
ま
で
の
任

意
の
１
カ
月
に
お
い
て
、
電

る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。
と
っ
と
り
国
際
ビ

ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
で
も
、

輸
出
入
の
物
流
に
関
す
る

相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
当
セ
ン
タ

ー(

☎
30
―
３
１
６
１)

ま
で
。

気
料
、
ガ
ス
代
、
燃
料
費
の

合
計
金
額
が
４
万
円
以
上
で

あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
こ
れ

ら
の
金
額
が
４
万
円
未
満
の

場
合
は
電
気
料
、
ガ
ス
代
、

燃
料
費
、
原
材
料
、
食
料
品
、

仕
入
物
品
、
消
耗
品
な
ど
の

合
計
額
が
25
万
円
以
上
で
あ

る
こ
と 

②
法
人
の
場
合
は

直
近
事
業
年
度
分
の
売
上
高

が
１
２
０
万
円
以
上
、
個
人

の
場
合
は
２
０
２
４(

令
和

６)

年
分
の
売
上
高
が
60
万

円
以
上
あ
る
こ
と(

新
規
事

業
者
特
例
あ
り) 

③
法
人
の

場
合
は
直
近
事
業
年
度
分
の

法
人
市
民
税
の
確
定
申
告
を

し
て
い
る
こ
と
。
個
人
の
場

合
は
２
０
２
４(

令
和
６
年

分)

の
事
業
所
得
を
申
告
し

て
い
る
こ
と(

新
規
事
業
者

特
例
あ
り) 

④
境
港
市
税
に

滞
納
が
な
い
こ
と 

⑤
今
後

も
事
業
を
継
続
す
る
意
思
が

あ
る
こ
と

申
請
期
限
　
２
０
２
６(

令

和
８)

年
６
月
30
日
㈫(

郵
送

の
場
合
、
当
日
消
印
有
効)

　
提
出
書
類
な
ど
、
詳
し
く

は
市
水
産
商
工
課
商
工
振
興

係(

☎
47
―
１
０
５
６)

へ
。

ま
た
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ(

２
次
元
コ

ー
ド
参
照)

か
ら
も
確
認

で
き
ま
す
。

市
内
事
業
者
へ
支
援
金

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
対
策
に
力

境 港 市
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米子空港ビル

男
女
が
共
に
働
き
や
す
い
職
場

シ
リ
ー
ズ
24

境
港
企
業
の
取
り
組
み

男
女
共

同
参
画

　
同
社
の
主
な
業
務
は
、
米

子
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の

維
持
管
理
や
案
内
所
・
コ
ン

ビ
ニ
・
ラ
ウ
ン
ジ
な
ど
の
空

港
内
店
舗
運
営
で
す
。

り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
同
社
で
は
、
有
給
休
暇
を

毎
月
1
回
は
取
得
す
る
よ
う

に
と
、
会
社
幹
部
が
推
奨
。

育
児
休
業
も
現
在
２
人
が
取

得
中
で
、
介
護
休
業
も
該
当

者
が
あ
れ
ば
、
取
得
で
き
る

体
制
が
整
っ
て
い
ま
す
。

　
社
外
で
開
催
さ
れ
る
女
性

活
躍
推
進
セ
ミ
ナ
ー
に
も
積

極
的
に
参
加
し
、
結
婚
し
て

名
前
が
変
わ
っ
て
も
旧
姓
の

ま
ま
業
務
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
旧
姓
使
用
規
定
も
整
備
。

　
ま
た
、
同
社
の
制
服
は
女

性
で
構
成
さ
れ
た
制
服
選
定

委
員
会
が
女
性
目
線
で
選
び

ま
す
。 

ス
カ
ー
ト
か
ズ
ボ

ン
か
を
選
べ
、
使
い
勝
手
が

よ
く
動
き
や
す
さ
な
ど
を
考

慮
し
た
も
の
を
選
ん
で
き
ま

　
同
社
は
、
女
性
の
比
率
が

高
く
、
会
社
の
発
展
の
た
め

に
は
女
性
の
ま
す
ま
す
の
活

躍
が
重
要
と
の
考
え
に
も
と

づ
き
、
男
女
共
同
参
画
の
取

し
た
。

　
女
性
休
憩
室
の
床
は
畳
敷

き
で
く
つ
ろ
げ
る
よ
う
に
な

っ
て
お
り
、
健
康
増
進
の
た

め
に
ヨ
ガ
ポ
ー
ル
も
設
置
。

さ
ら
に
、
事
務
室
に
は
加
湿

器
を
設
置
し
、
肌
や
目
の
乾

燥
に
も
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　
同
社
は
ま
た
、
２
０
２
３

(

令
和
５)

年
に
健
康
経
営
優

良
法
人
の
認
定
を
受
け
ま
し

た
。「
健
康
経
営
」
の
推
進

と
合
わ
せ
て
、
従
業
員
の
健

康
維
持
・
増
進
の
メ
ニ
ュ
ー

を
充
実
。
健
康
づ
く
り
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
や
、
熱
中
症
対

策
の
飲
料
水
の
常
備
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
境
港
商
工
会
議
所
は
、
市

内
事
業
者
に
向
け
て
各
種
相

談
会
を
毎
月
1
回
ず
つ
開
催

し
て
い
ま
す(
秘
密
厳
守
、

相
談
料
無
料)
。

　
相
談
会
の
名
称
は
▽
よ
ろ

ず
支
援
拠
点
経
営
相
談
会
▽

知
財
無
料
相
談
会
▽
事
業
承

継
個
別
相
談
会
―
で
す
。
会

場
は
、
い
ず
れ
も
境
港
商
工

会
議
所
・
経
営
支
援
室(

上

道
町)

。

　
男
女
共
同
参
画
に
取
り
組
む
境
港
企
業
を
紹
介
す
る
当

コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
米
子
空
港
ビ
ル
㈱(

佐
斐
神
町
、
飯
塚

弘ひ
ろ

衛え

社
長)

に
登
場
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
同
社
の
男
女
共
同
参
画
推

進
を
担
当
す
る
佐
々
木
こ
の

み
さ
ん
は
「
当
社
は
性
別
や

世
代
に
と
ら
わ
れ
ず
、
皆
が

働
き
や
す
い
環
境
が
整
っ
て

い
ま
す
。
一
緒
に
働
き
ま
せ

ん
か
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎
45

―
６
１
２
１)

ま
で
。

Ｐ
Ｒ
看
板
の
前
に
立
つ
小
倉
大
造・新
社
長

　
同
社
は
１
９
５
５(

昭
和

30)

年
９
月
、
煮
干
し
製
造

を
行
う
「
小
倉
水
産
」
と
し

て
創
業
。
そ
の
後
、
イ
カ
や

サ
バ
な
ど
の
水
産
加
工
へ
と

事
業
を
広
げ
、
設
備
の
充
実

や
工
場
の
増
設
を
重
ね
な
が

ら
、
境
港
の
地
で
長
年
食
品

づ
く
り
に
向
き
合
っ
て
き
ま

し
た
。

　
小
倉
社
長
は
社
外
で
の
修

業
を
経
て
２
０
１
１(

平
成

23)

年
に
同
社
へ
入
社
。
営

業
の
仕
事
を
中
心
に
、
現
場

の
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
経

験
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　「
社
員
が
面
白
が
っ
て
仕

事
に
向
き
合
い
、
地
域
の
皆

さ
ん
や
お
客
さ
ん
に
も
〝
な

　
㈲
小
倉
水
産
食
品(

中

野
町)

は
昨
年
12
月
、
小

倉
大だ

い

造ぞ
う

氏
が
代
表
取
締
役

に
就
任
。
前
社
長
の
小
倉

雅ま
さ

司し

氏
は
取
締
役
会
長
に

就
い
て
い
ま
す
。
今
回
の

「
会
員
の
今
」
は
、
同
社

を
紹
介
し
ま
す
。

ん
だ
か
楽
し
そ
う

な
会
社
だ
な
〟
と

思
っ
て
も
ら
え

る
、
そ
ん
な
会
社

に
し
て
い
き
た
い

で
す
」
と
小
倉
社

長
。

　
ま
た
、
先
代
社

長
に
つ
い
て
「
い

つ
も
黙
々
と
丁
寧

に
食
品
づ
く
り
に

向
き
合
う
姿
を
尊
敬
し
て
き

ま
し
た
」
と
話
し
、
そ
の
思

い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、「
自

分
ら
し
い
経
営
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
」と
語
り
ま
す
。

　
食
の
楽
し
さ
と
健
康
を
届

け
た
い
と
い
う
創
業
か
ら
の

理
念
は
、
こ
れ
か
ら
も
変
わ

来客の対応をする佐々木このみさん（左）

新社長が誕生
ー 小倉水産食品 ー

会員の今 66境　港
商議所

り
ま
せ
ん
。
地
域
に
根
ざ

し
た
企
業
と
し
て
、
新
社

長
の
も
と
、
こ
れ
か
ら
の

取
り
組
み
に
も
期
待
が
高

ま
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎

44
―
５
５
５
５)

に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
境
港
市
は
２
月
13
日
に
福

岡
女
子
大
学
国
際
文
理
学
部

環
境
科
学
科
教
授
の
豊
貞
佳

奈
子
氏
を
迎
え
、「
地
球
と

つ
な
が
る
暮
ら
し
の
デ
ザ
イ

ン
」
の
テ
ー
マ
で
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

　
豊
貞
氏
は
、
私
た
ち
が
普

段
な
に
げ
な
く
選
ん
で
い
る

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
環
境
に

ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て

い
る
の
か
、
ま
た
そ
の
問
題

に
対
し
て
企
業
が
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
を

分
か
り
や
す
く
解
説
。

　
ま
た
、
一
人
ひ
と
り
が
意

識
を
変
え
る
こ
と
に
加
え

て
、
社
会
全
体
と
し
て
何
が

必
要
な
の
か
を
考
え
、
本
当

に
必
要
な
環
境
政
策
や
仕
組

み
に
つ
な
が
る
「
暮
ら
し
の

デ
ザ
イ
ン
」
に
つ
い
て
も
提

案
し
ま
す
。

　
同
講
演
会
の
あ
ら
ま
し

は
、
次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
２
月
13
日
㈮
　
午
後

１
時
30
分
～
３
時

場
所
　
境
港
商
工
会
議
所
　

３
階
大
ホ
ー
ル(

境
港
市
上

道
町)

講
師
　
豊
貞
佳
奈
子
氏

参
加
料
　
無
料

申
込
期
限
　
２
月
11
日
㈬

申
込
方
法
　
次
の
２
次
元
コ

ー
ド
か
ら
申
し
込
み
、
ま
た

は
市
環
境
・
ご
み
対
策
課
へ

の
電
話(

42
―
３
８
０
３)

、

Ｆ
Ａ
Ｘ(

44
―
０
９
６
０)

　
詳
し
く

は
、
市
環
境

・
ご
み
対
策

課
ま
で
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課(

☎
44
―
１
１

１
１)

へ
。

相談会の名称

よろず支援拠点経営相談会

知財無料相談会

事業承継個別相談会

日　時

２月の相談会スケジュール

２月10日㈫ 午後1時～4時

２月４日㈬ 午後1時～4時

２月19日㈭ 午後1時～4時

2月13日 講演会

福　岡
女子大

ー 境 港 市 ー

豊貞教授招き

境港商議所

毎
月
１
回
開
催

個
別
相
談
会

講師の豊貞佳奈子教授

4
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Shimatani 境港店(ディオ境港店内)で
新鮮な魚介類を販売しています。
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鮮
度
抜
群
、サ
ク
サ
ク
の
食
感

ア
ジ
フ
ラ
イ
の
製
造
を
開
始

島谷水産

クローズアップ
　

㈱
島
谷
水
産(
昭
和
町
、
島
谷
憲
司
社
長)

は
、
鮮
魚
仲
買

と
水
産
加
工
を
中
心
に
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

近
年
は
ラ
・
ム
ー
な
ど
、
大
黒
天
物
産
㈱(

岡
山
県)

の

チ
ェ
ー
ン
店
・
鮮
魚
コ
ー
ナ
ー
に
出
店
。
境
港
で
も
デ
ィ
オ

境
港
店(

蓮
池
町)

で
魚
介
類
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
同
社
は

こ
の
た
び
、
ア
ジ
フ
ラ
イ
の
製
造
を
ス
タ
ー
ト
。
今
回
の
「
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
」
は
、
同
社
の
ア
ジ
フ
ラ
イ
を
紹
介
し
ま
す
。

早
朝
に
魚
市
場
で
買
い
付
け
を
す
る
皆
さ
ん

　
同
社
の
製
造
部
門
は
こ
れ

ま
で
、
水
産
物
の
1
次
加
工

を
中
心
に
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
こ
の
た
び
ア
ジ
フ
ラ
イ

の
製
品
化
を
開
始
。
ラ
・
ム

ー
や
デ
ィ
オ
な
ど
で
販
売
し

　
日
本
人
の
４
人
に
１
人
が

悩
ん
で
い
る
頭
痛
。
そ
の
中

で
約
８
４
０
万
人
も
の
人
が

片
頭
痛
持
ち
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　「
た
か
が
頭
痛
」
と
軽
く

見
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で

す
が
、
そ
の
つ
ら
さ
は
人
に

よ
っ
て
様
々
で
す
。
そ
し
て
、

　

２
０
２
４
年
４
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
水

木
し
げ
る
記
念
館
を
同
館
の
学
芸
員
が
紹
介
す
る
こ
の

コ
ー
ナ
ー
。
今
回
の
執
筆
者
は
坂
本
茜あ

か
ね

さ
ん
で
す
。

　
現
在
、
小
泉
八
雲(

ラ
フ

カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン)

・
セ

ツ
夫
妻
を
モ
デ
ル
と
し
た
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説

「
ば
け
ば
け
」
が
放
送
中
で

す
。
八
雲
は
、
代
表
作
『
怪

談
』
な
ど
で
日
本
に
伝
わ
る

口
承
説
話
を
世
に
送
り
出
し

た
こ
と
で
よ
く
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
幼
少
の
頃
か
ら
物

語
好
き
だ
っ
た
セ
ツ
は
、
八

雲
に
民
話
や
説
話
を
語
り
聞

か
せ
、
彼
の
執
筆
作
業
を
支

え
た
と
い
い
ま
す
。

　
水
木
し
げ
る
に
も
、
か
つ

て
民
話
や
伝
承
を
教
え
て
く

れ
た
存
在
が
い
ま
し
た
。
そ

れ
が
、
水
木
の
実
家
を
よ
く

手
伝
っ
て
い
た
「
の
ん
の
ん

ば
あ
」
と
呼
ば
れ
る
お
ば
あ

さ
ん
で
す
。

　
の
ん
の
ん
ば
あ
は
し
げ
る

少
年
に
、
民
話
や
死
後
の
世

界
に
つ
い
て
語
り
聞

か
せ
ま
し
た
。
水
木

が
妖
怪
や
あ
の
世
な

ど
、
目
に
見
え
な
い

存
在
に
強
い
興
味
を

抱
く
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
の
ん
の
ん
ば

あ
の
影
響
が
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
水
木
し
げ
る
記
念

館
で
は
、
し
げ
る
少

年
と
の
ん
の
ん
ば
あ

と
の
出
会
い
、
そ
し

て
２
人
に
ゆ
か
り
の
あ
る
場

所
を
展
示
で
紹
介
し
て
い
ま

す
。
水
木
し
げ
る
が
生
涯
描

常設展示第１章 「境港のしげる少年」 Ⓒ水木プロ

学芸員が紹介

水木しげる記念館パート17
目に見えない世界の原点

き
続
け
た
目
に
見
え
な
い

世
界
の
原
点
を
感
じ
て
み

ま
せ
ん
か
。

て
い
ま
す
。

　
同
社
は
ま
ず
、
真
あ
じ
が

境
港
で
水
揚
げ
さ
れ
る
都
度
、

朝
７
時
頃
に
魚
市
場
で
買
い

付
け
を
し
ま
す
。
ア
ジ
フ
ラ

イ
に
使
用
す
る
の
は
、
鮮
魚

仲
買
の
強
み
を
い
か
し
、
他

社
に
は
ま
ね
の
で
き
な
い
鮮

度
抜
群
の
刺
身
あ
じ
で
す
。

　
こ
の
段
階
で
、
ア
ジ
以
外

の
魚
や
大
き
い
も
の
・
小
さ

い
も
の
な
ど
を
よ
り
分
け
る

選
別
を
行
い
ま
す
。
次
に
工

場
に
搬
入
し
、
中
骨
や
腹
骨
、

背
び
れ
を
手
作
業
で
丁
寧
に

取
り
除
き
、
ゼ
イ
ゴ(

硬
い

ウ
ロ
コ
状
の
突
起)

を
取
り
、

開
き
加
工
を
行
い
ま
す
。
続

い
て
洗
浄
と
減
菌
を
し
、
冷

塩
水
で
洗
浄
。

　
こ
の
後
、
自
社
で
調
合
し

た
こ
だ
わ
り
の
パ
ン
粉(

香

辛
料
・
卵
不
使
用)

を
付
け

た
ら
、
あ
じ
本
来
の
風
味
を

２月22日は「頭痛の日」

各地でライトアップ
ー 済生会境港総合病院 ー

症
状
が
起
こ
る
と
「
寝
込
ん

で
し
ま
う
」「
仕
事
や
家
事

に
影
響
す
る
」
な
ど
、
日
常

生
活
に
大
き
な
支
障
を
き
た

す
に
も
関
わ
ら
ず
、
多
く
の

人
が
受
診
を
し
な
い
で
繰
り

返
す
頭
痛
を
我
慢
し
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。

　
日
本
頭
痛
学
会
と
日
本
頭

痛
協
会
は
、
２
月
22
日
を

「
頭ず(

２)

痛つ
う(

２)

の
日
」
と

制
定
し
て
お
り
、
頭
痛
へ
の

理
解
と
適
切
な
医
療
機
関
受

診
の
重
要
性
を
広
め
る
た
め
、

毎
年
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
全
国
各

地
で
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
鳥
取
県
西
部
で
も
各
所
で

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
頭
痛
の
こ
と

を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
同
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
あ
ら

ま
し
は
、
次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
２
月
22
日
㈰
　
午
後

６
時
～
10
時

場
所
　
▽
水
木
し
げ
る
ロ
ー

ド
・
河
童
の
泉
▽
米
子
駅
前

(

米
ッ
子
合
掌
像)

▽
米
子
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

　
済
生
会
境
港
総
合
病
院

(

米
川
町)

は
３
月
４
日
、
同

病
院
で
「
が
ん
に
な
ら
な
い

た
め
の
生
活
習
慣
を
考
え

る
」
の
テ
ー
マ
で
健
康
保
健

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
日
本
人
の
２
人
に
１
人
が

一
生
の
う
ち
に
一
度
は
が
ん

に
な
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ

り
ま
す
。
が
ん
は
私
た
ち
に

と
っ
て
身
近
な
病
気
と
な
っ

て
お
り
、
生
活
習
慣
と
の
間

に
深
い
か
か
わ
り
が
あ
る
こ

と
が
近
年
の
研
究
で
わ
か
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
こ
の
た
び
、
が
ん

予
防
の
た
め
に
気
を
つ
け
た

引
き
出
し
た
ア
ジ
フ
ラ
イ
の

完
成
で
す
。
そ
の
日
買
い
付

け
た
ア
ジ
で
作
っ
た
ア
ジ
フ

ラ
イ
は
そ
の
日
の
う
ち
に
店

舗
に
納
入
し
ま
す
。

　
同
社
の
ア
ジ
フ
ラ
イ
は
、

外
は
サ
ク
サ
ク
、
中
身
は
ふ

っ
く
ら
と
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
鮮
度
の
良
い
あ
じ
を
使

用
し
て
い
る
の
で
、
冷
め
て

も
ふ
っ
く
ら
感
が
残
り
ま
す
。

　
島
谷
一か

ず

憲の
り

専
務
取
締
役
は

「
物
価
高
が
加
速
し
て
い
る

中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
本
当

に
美
味
し
い
も
の
を
適
正
な

価
格
で
お
届
け
し
た
い
と
頑

張
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま

し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎
42

―
３
７
３
７)

ま
で
。

(

ビ
ッ
グ
シ
ッ
プ)

　
詳
し
く
は
、
済
生
会
境
港

総
合
病
院
経
営
企
画
課(

☎

42
―
３
１
６
１)

に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

い
生
活
習
慣
の
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
井
岸
正
医
師
が
詳
し

く
解
説
し
ま
す
。

　
同
講
座
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
３
月
４
日
㈬
　
午
後

２
時
～
３
時(

予
約
不
要)

場
所
　
済
生
会
境
港
総
合
病

院 

２
階
会
議
室

講
師
　
井
岸
正
医
師(

済
生

会
境
港
総
合
病
院
・
内
科)

　
詳
し
く
は
、
同
病
院
地
域

医
療
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

(

☎
42
―
５
８
０
５[

直
通])

ま
で
。

がんと生活習慣テーマに

健康保健講座開催
ー 済生会境港総合病院 ー

３月
４日

　
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

境
港(

上
道
町)

な
ど
は
３
月

５
日
に
「
境
港
市
求
人
事
業

所
説
明
会
」
を
境
港
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
・
み
な
と
テ
ラ

ス(

上
道
町)

で
開
催
し
ま
す
。

　
同
説
明
会
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
３
月
５
日
㈭
　
午
後

１
時
30
分(
受
付
開
始
時
間

＝
午
後
1
時)

場
所
　
み
な
と
テ
ラ
ス
・
市

民
ホ
ー
ル

内
容
　
求
人
事
業
所
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
個
別
ブ

ー
ス
で
の
事
業
説
明

　
詳
し
く
は
、
ふ
る
さ
と
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
境
港(

☎
44
―

１
７
３
３)

に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

ふるさとハロー
ワーク境港など

た
だ
い
ま
参
加
者
募
集
中

求
人
事
業
所
説
明
会

３
月
５
日

5



　2025年11月5日(水)広島県豊田郡大崎上島町にある大崎クールジェン㈱を視察し、鳥取県内４商工会議所から21事業
所22名が参加しました。この大崎クールジェン㈱は電源開発㈱と中国電力が出資する企業で、石炭ガス化技術、二酸化炭
素分離回収技術などを通して将来の「カーボンニュートラル、水素社会」の実現に向け、実証実験を行っている企業です。
　視察当日、同社の取締役総務企画部長の岡峰克幸氏から石炭ガス化技術を活用した高効率発電技術（酸素吹IGCC及

びIGCF）の仕組みや二酸化炭素分離回収技術との組み合わせで
水素発電を可能にすることなど、11年に及ぶ実証実験の成果や
今後の取り組み目標についてレクチャーを受けました。その後は
工場内を見学し、各設備の役割などについて説明を受けました。

　世界的にカーボンニュートラルに向けた取り組みが加速し、産
業や社会を支えるエネルギーが化石燃料から水素へと転換が進
む中、同社はこの技術を使い、石炭とバイオマスの混合ガス化に
よるカーボンネガティブへの挑戦も行っていました。
　エネルギー自給率の低い日本は、エネルギー資源の大半を輸
入に頼っており、化石燃料の依存度が高く国際情勢の影響を受
けやすい現状があります。環境面に優れている再生可能エネル
ギーは電力需要に合わせて発電出力をコントロールするには課
題もあります。この石炭ガス化発電技術やこれに伴う水素発電が確立されれば、安全性・安定供給・経済効率性及び環
境適合面からもバランスの良い「エネルギーミックス」の実現が期待できます。

【中国地域エネルギーフォーラム】は、地球環境問題を含め広くエネルギー問題について知識の普及と理解の促進を図り、エネルギー問題を自分のこととしてとらえ、エネ
ルギー資源が乏しい日本のこれからについて考えることを促していけるよう、広報・普及活動を行っています。

中国地域エネルギーフォーラム鳥取県支部　大崎クールジェン㈱視察中国地域エネルギーフォーラム鳥取県支部　大崎クールジェン㈱視察

【中国地域エネルギーフォーラム鳥取県支部】事務局：境港商工会議所相談課内（☎４４－１１１１）　

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

　

毎
年
恒
例
の
「
水
木
し
げ
る
生
誕
祭｣

。
生
誕
１
０
４
年

目
と
な
る
今
回
は
、
３
月
７
日
㈯
・
８
日
㈰
に
境
港
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
・
み
な
と
テ
ラ
ス(

上
道
町)

と
水
木
し
げ
る

ロ
ー
ド
で
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

館
で
は
ゲ
ゲ
ゲ
の
ク
イ
ズ
大

会
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
３
月
８
日
は
、
水
木
し
げ

る
記
念
館(

本
町)

で
水
木

先
生
の
長
女
・
原
口
尚な

お

子こ

さ

ん
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
や
、

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
で
新
た

に
仲
間
入
り
す
る
タ
ヌ
キ

(

河
童
の
三
平)

の
お
披
露
目

会
を
実
施
。
さ
ら
に
、
同
ロ

ー
ド
で
は
妖
怪
パ
レ
ー
ド
、

ゲ
ゲ
ゲ
の
広
場(

大
正
町)

で
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
撮
影
会

な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
ク

イ
ズ
大
会
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト

ー
ク
に
つ
い
て
は
、
チ
ケ
ッ

ト
ぴ
あ(

「
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
」

で
検
索)

で
事
前
に
チ
ケ
ッ

ト
を
購
入
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
現
在
、
一
次
販
売
を

実
施
中(

２
月
２
日
ま
で)

。

　
ま
た
、
３
月
６
日
㈮
か
ら

３
月
９
日
㈪
ま
で
の
間
は
、

同
生
誕
祭
限
定
の
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
も
実
施
。
台
紙
は
、

水
木
し
げ
る
記
念
館
と
境
港

市
観
光
案
内
所(

大
正
町)

で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　(

一
社)

境
港
観
光
協
会

の
担
当
者
は
「
妖
怪
フ
ァ
ン
、

水
木
フ
ァ
ン
の
皆
さ
ん
や
地

元
の
皆
さ
ん
で
水
木
し
げ
る

先
生
の
誕
生
日
を
お
祝
い
し
、

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
を
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
観
光
協
会 

(

☎
47
―
３
８
８
０)

ま
で
。

水木しげるロードなどで多彩なイベント

生誕１０４年を祝う水木しげる
先　　　生

３月７日・８日３月７日・８日３月７日・８日

　
同
生
誕
祭
は
３
月
７
日
、

み
な
と
テ
ラ
ス
で
の
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
で
ス
タ
ー
ト
。

バ
ー
ス
デ
ー
カ
ー
ド
贈
呈
式

の
ほ
か
、
舞
台
「
ゲ
ゲ
ゲ
の

鬼
太
郎
２
０
２
５
」
で
鬼
太

郎
を
演
じ
た
荒
牧
慶よ

し

彦ひ
こ

さ
ん

と
ね
ず
み
男
を
演
じ
た
大
塚

明
夫
さ
ん
出
演
の
ト
ー
ク
シ

ョ
ー
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
は
、

午
前
11
時
30
分
か
ら
と
午
後

２
時
45
分
か
ら
の
２
回
。
ま

た
同
日
、
水
木
し
げ
る
記
念

自分であんを入れるゲゲ
ゲのもなか     Ⓒ水木プロ

　

境
港
で
生
産
さ
れ
た
商
品
を
地
元
の
ど
こ
で
買
え
る
の
か

を
探
す
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
紹
介
す
る
の
は
、
水
木
し
げ

る
ロ
ー
ド
沿
い
に
あ
る
妖よ

う

菓か

堂ど
う

の
商
品
で
す
。

　
同
店
の
運
営
母
体
は
、

㈱
染せ

ん

創そ
う(

米
子
市
西
福
原
、

漆う
る
し

原は
ら

輝て
る

之ゆ
き

社
長)

で
す
。
同

店
は
松
ヶ
枝
町
に
１
号
店
、

本
町
に
２
号
店
の
２
店
舗

体
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
同
店
で
は
、
ゲ
ゲ
ゲ
の

も
な
か
、
目
玉
の
ば
あ
む

(

バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン)

、
鬼

太
郎
ロ
ー
ル(

ロ
ー
ル
ケ

ー
キ)

な
ど
、
鬼
太
郎
関

連
の
お
菓
子
を
扱
っ
て
い

ま
す
。
す
べ
て
同
店
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
商
品
。
同
店
が
企
画

し
て
製
造
を
各
地
に
委
託
し

て
い
ま
す
。

　
特
徴
的
な
商
品
は
、
ゲ
ゲ

ゲ
の
も
な
か
で
す
。
皮
の
形

は
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
、
目
玉

お
や
じ
、
ね
ず
み
男
、
ね
こ

娘
、
子
泣
き
じ
じ
い
、
砂
か

け
ば
ば
あ
、
一
反
も
め
ん
、

ぬ
り
か
べ
と
い
っ
た
鬼
太
郎

フ
ァ
ミ
リ
ー
が
勢
ぞ
ろ
い
。

　
４
個
入
、
６

個
入
、
８
個
入

が
あ
り
ま
す
。

皮
は
表
と
裏
が

あ
り
、
合
わ
せ

る
と
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
形
に
な

り
ま
す
。
そ
し

て
、
あ
ん
は
別
包
装
。
粒
あ

ん
と
梨
あ
ん
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
も
な
か
は
、
皮
の
中

に
自
分
自
身
で
あ
ん
を
入
れ

る
タ
イ
プ
で
す
。
パ
リ
パ
リ
、

サ
ク
サ
ク
の
食
感
で
、
あ
ん

は
甘
み
を
少
し
抑
え
て
い
ま

す
。

　「
サ
ク
サ
ク
で
食
べ
た
い

人
は
あ
ん
を
入
れ
た
ら
す
ぐ

に
食
べ
で
く
だ
さ
い
。
し
っ

と
り
し
た
皮
の
好
き
な
人
は
、

あ
ん
を
入
れ
て
し
ば
ら
く
待

つ
と
い
い
感
じ
に
な
り
ま
す
。

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
な
ど
を

入
れ
る
ア
レ
ン
ジ
も
好
評

で
す
」
と
、
同
店
店
長
の

川
本
ま
ゆ
み
さ
ん
。

　
ま
た
「
水
木
し
げ
る
ロ

ー
ド
に
お
越
し
の
際
は
、

当
店
で
サ
ク
サ
ク
も
な
か

の
食
感
を
た
の
し
ん
で
い

た
だ
け
れ
ば
、
嬉
し
い
で

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
妖
菓
堂
２

号
店(

☎
47
―
６
７
３
１)

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

境港発商品

発見

ゲ
ゲ
ゲ
の
も
な
か

妖 

菓 

堂

対
象
年
齢
は
16
歳
以
上

自
転
車
の
違
反
に
青
切
符
導
入

境港警察署

　
こ
と
し
４
月
1
日
か
ら
自

転
車
に
対
す
る
交
通
反
則
通

告
制
度
が
適
用
に
な
り
ま
す
。

交
通
反
則
通
告
制
度
と
は
、

比
較
的
軽
微
な
交
通
違
反
に

交
通
反
則
告
知
書(

い
わ
ゆ

る
「
青
切
符
」)

が
交
付
さ
れ
、

違
反
者
が
反
則
金
を
納
付
す

れ
ば
刑
事
罰
に
科
さ
れ
な
い

と
い
う
制
度
で
す
。

　
一
方
、
走
行
中
に
携
帯
電

話
を
使
用
し
て
交
通
の
危
険

を
生
じ
さ
せ
た
り
、「
酒
気

帯
び
運
転
」
や
「
妨
害
運
転
」

な
ど
、
特
に
悪
質
な
違
反
行

為
は
交
通
反
則
通
告
制
度
の

対
象
外
の
た
め
、
こ
れ
ま
で

通
り
刑
事
手
続
き(

赤
切
符

の
交
付
な
ど)

と
な
り
ま
す
。

　
交
通
反
則
通
告
制
度
の
対

象
と
な
る
違
反
行
為
の
例
と

反
則
金
の
額
は
▽
携
帯
電
話

使
用
等(

保
持)

＝
１
万
２
０

０
０
円
▽
遮
断
踏
切
立
ち
入

り
＝
７
０
０
０
円
▽
信
号
無

視(

赤
色
等)

＝
６
０
０
０
円

▽
通
行
区
分
違
反(

右
側
通

行)

＝
６
０
０
０
円
▽
踏
切
不

停
止
等
＝
６
０
０
０
円
▽
横

断
歩
行
者
等
妨
害
等
＝
６
０

０
０
円
▽
指
定
場
所
一
時
不

停
止
等
＝
５
０
０
０
円
▽
無

灯
火
＝
５
０
０
０
円
▽
公
安

委
員
会
遵
守
事
項
違
反(

傘

差
し
運
転
、
イ
ヤ
ホ
ン
の
使

用[

必
要
な
音
が
聞
こ
え
な

い
な
ど
の
場
合])

＝
５
０
０

０
円
▽
軽
車
両
乗
車
積
載
制

限
違
反(

２
人
乗
り)

＝
３
０

０
０
円
▽
並
進
禁
止
違
反
＝

３
０
０
０
円
―
な
ど
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
警
察
署

(

☎
44
―
０
１
１
０)

に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

２月12日㈭ 午前・午後 産業医

２月19日㈭ 午前・午後 産業医

２月24日㈫ 午前・午後 産業医

２月25日㈬ 午前　　　精神科医

２月26日㈭ 　　　午後 産業医

企業・労働者の相談窓口
　西部地域産業保健センターは、企業と労働者の健
康や長時間労働について個別相談を行っています。

○午前の部＝９時30分～11時30分、午後の部＝１時30分～３時30分
○米子市久米町の西部医師会館会議室で個別に相談に応じます。（無料）
○問い合わせは、西部地域産業保健センターまで。☎２２－３５７０

２月の相談日

生誕祭を祝う水木しげるロードでの妖怪
パレード＝昨年３月９日実施　Ⓒ水木プロ

6



株式会社 友和・保険センター
本　店 〒683-0802 鳥取県米子市東福原7-2-6  TEL（0859）34-4938  FAX34-5660
境港店 〒684-0071 鳥取県境港市外江町2361-2  TEL（0859）21-0117  FAX21-0118

ホームページ ： www.youwa-hoken.jp/

一度、当代理店ホームページへ↓↓↓

あなたの町の
　　あなたのサポーターです

保険をお探しのお客様へ　お気軽にご相談ください
山本博敏税理士事務所

税 理 士 山　本　博　敏
税 理 士 山　本　暢　行

〒684－0032  鳥取県境港市元町1844－5
 TEL0859（44）0445  FAX 0859（44）1990
e―mail :yamamoto―hirotosi@tkcnf.or.jp
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境　港

№120

青色申告会

青色申告会の元気企業

親子２人の司法書士が運営

　
司
法
書
士
さ
さ
き
た
け
お

事
務
所
は
、
２
度
目
の
登
場

と
な
り
ま
す
。
事
務
所
で
は
、

事
業
主
で
あ
る
佐
々
木
健
雄

さ
ん
と
息
子
の
佐
々
木
公ひ

ろ

之ゆ
き

さ
ん
の
２
人
で
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は
同
じ

で
す
が
、
今
回
は
公
之
さ
ん

が
２
０
２
４
年
に
見
事
、
司

法
書
士
試
験
に
合
格
さ
れ
た

と
の
こ
と
で
再
訪
し
ま
し
た
。

　
司
法
書
士
が
２
人
の
事
務

所
に
な
り
ま
し
た
が
、
健
雄

さ
ん
は
パ
ソ
コ
ン
操
作
を
し

ま
せ
ん
。健
雄
さ
ん
曰
く「
喋

る
の
は
私
、
パ

ソ
コ
ン
で
書
類

を
作
る
の
は
公

之
」
と
事
務
所

内
で
の
役
割
分

担
は
以
前
と
変

わ
ら
な
い
よ
う

で
す
。

　
公
之
さ
ん
は

１
９
７
５
年
４

月
生
ま
れ
の
50

歳
。
大
学
卒
業

後
、
広
島
で
一

般
企
業
に
お
勤

め
で
し
た
が
、

28
歳
の
時
、
さ

さ
き
事
務
所
を

手
伝
う
た
め
境

港
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
父

で
あ
る
健
雄
さ
ん
は
「
司
法

書
士
試
験
は
難
し
い
か
ら
や

め
て
お
け
」
と
忠
告
し
た
そ

う
で
す
が
、
公
之
さ
ん
は
今

後
の
こ
と
を
考
え
て
試
験
勉

強
を
始
め
ま
し
た
。

　
と
は
い
え
、
昼
間
は
当
然

に
仕
事
を
し
て
い
る
の
で
、

そ
れ
以
外
の
時
間
で
通
信
教

育
を
受
け
た
り
模
試
を
受
け

た
り
し
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、

健
雄
さ
ん
の
言
う
通
り
、
司

法
書
士
試
験
の
合
格
率
は
５

㌫
程
度
と
か
な
り
の
狭
き
門
。

紆う

余よ

曲
折
は
あ
り
ま
し
た
が
、

と
う
と
う
念
願
の
試
験
合
格

を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　
司
法
書
士
の
仕
事
は
▽
相

続
な
ど
の
不
動
産
登
記
手
続

き
の
代
理
▽
会
社
設
立
な
ど

の
商
業
登
記
手
続
き
の
代
理

▽
訴
状
な
ど
の
裁
判
所
提
出

書
類
作
成
▽
簡
易
裁
判
所
に

お
け
る
訴
訟
代
理
▽
破
産
申

立
書
類
作
成
な
ど
の
債
務
整

理
▽
成
年
後
見
▽
遺
言
執
行

人
や
各
種
財
産
管
理
人
と
し

て
の
業
務
▽
遺
産
承
継
業
務

▽
民
事
信
託
支
援
―
な
ど
、

様
々
で
す
。

　
さ
さ
き
事
務
所
で
も
不
動

産
登
記
に
関
す
る
業
務
を
中

心
に
様
々
な
業
務
を
行
っ
て

い
ま
す
。
相
談
内
容
と
し
て

は
相
続
贈
与
、
不
動
産
売
買

境港青色申告会  青色ひろば

社長が最初にすべきこと

　「協調性がなく、何度言っても改善しない」「勤務
態度が悪く、職場の士気を下げる」－。
　こうした問題社員への対応は、多くの経営者の頭
痛の種です。「もう明日から来なくていい！」と宣
告したい気持ちは山々ですが、日本の法律では解雇
のハードルは極めて高く、安易な解雇は「不当解雇」
として訴えられるリスクがあります。
　会社を守るためのゴールは、解雇ではなく「自己
都合退職(合意退職)」に持ち込むことです。そのた
めに不可欠なのが、客観的な「事実」の積み上げで
す。
　具体的には、口頭での注意で改善が見られない場
合、漫然と放置せず、文書による「注意書」を交付
して本人のサインをもらう、本人に「始末書」を提
出させるなどの証拠の収集が重要となってきます。
　それでも改善しなければ、就業規則に定められた
手順に従って「懲戒処分」を段階的に行います。
　このプロセスを徹底するには「総務と現場の連携」
がカギを握ります。現場任せにせず、総務が主導し
て文書を作成し、いつ、どのような処分を行ったか
を記録に残すのです。
　「会社はやるべき指導と処分を尽くした」という
動かぬ証拠(実績)があってこそ、本人は事の重大さ
に気づき、退職に応じる姿勢を見せます。
　「急がば回れ」。正しい手順と記録こそが、トラブ
ルなく会社を守る唯一の道です。

WaSay法律事務所 代表・弁護士 魚谷和世

所
得
税
改
正
で
変
更
点
も

青
申
会
だ
よ
り

が
多
い
の
で
す
が
、
最
近
は

相
続
放
棄
が
増
え
て
き
て
い

る
の
だ
と
か
。

　
相
続
が
あ
っ
た
と
き
、
親

の
土
地
が
い
ら
な
い
場
合
で

も
放
棄
し
な
い
限
り
は
、
相

続
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

放
棄
は
一
つ
の
選
択
肢
で
す

が
、
相
続
放
棄
は
相
続
財
産

全
て
を
放
棄
す
る
こ
と
に
な

る
の
で
慎
重
に
判
断
す
る
こ

と
が
必
要
と
の
こ
と
。

　
２
０
２
５(

令
和
７)

年
分

の
確
定
申
告
時
期
が
近
づ
い

て
き
ま
し
た
。
直
前
に
な
っ

て
慌
て
な
い
よ
う
に
、
余
裕

を
も
っ
て
決
算
の
準
備
を
し

ま
し
ょ
う
。
確
定
申
告
は
個

人
の
１
年
間
の
所
得
を
計
算

し
納
税
額
を
確
定
す
る
も
の

で
す
が
、
事
業
所
得
者
の
場

合
、
決
算
の
確
定
が
前
提
と

な
り
ま
す
。

　
決
算
整
理
事
項
は
、
次
の

通
り
で
す
。

在
庫
の
確
認
　
年
末
に
在
庫

と
し
て
残
っ
て
い
る
商
品
や

原
材
料
な
ど
は
、
棚
卸
資
産

と
し
て
計
上
し
ま
す

減
価
償
却
費
の
計
上
　
建
物
、

構
築
物
、
機
械
装
置
、
車
両

運
搬
具
、
工
具
器
具
備
品
な

ど
の
固
定
資
産
は
、
取
得
価

額
が
そ
の
ま
ま
経
費
に
な
る

の
で
は
な
く
、
そ
の
固
定
資

産
の
法
定
耐
用
年
数
と
選
択

し
て
い
る
減
価
償
却
方
法

(

定
額
法
、
定
率
法
な
ど)

に

よ
り
計
算
し
た
部
分
だ
け
が

当
年
分
の
減
価
償
却
費
と
し

て
必
要
経
費
に
な
り
ま
す
。

事
業
用
だ
け
で
な
く
自
家
用

に
も
使
用
し
て
い
る
場
合
に

は
、
事
業
使
用
部
分
の
み
必

要
経
費
と
な
り
ま
す

自
家
消
費
　
商
品
な
ど
を
自

家
消
費
し
た
場
合
は
、
そ
の

価
額
を
収
入
金
額
と
し
て
計

上
し
ま
す

家
事
関
連
費
　
店
舗
兼
住
宅

の
家
賃
や
電
気
代
な
ど
、
事

業
使
用
部
分
と
個
人
使
用
部

分
が
混
在
し
て
い
る
場
合
は
、

合
理
的
な
配
分
基
準
に
よ
り

計
算
し
、
事
業
使
用
部
分
の

み
経
費
と
し
て
計
上
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
M

　
あ
っ
と
い
う
間
に
２
０
２

５
年
が
終
わ
り
、
新
し
い
年

を
迎
え
ま
し
た
。
早
々
に
確

定
申
告
の
文
字
が
目
の
前
を

よ
ぎ
っ
て
い
く
毎
日
で
す
。

　
こ
と
し
の
確
定
申
告
期
間

は
、
２
月
16
日
か
ら
３
月
16

日
ま
で
で
す
。
消
費
税
の
申

告
期
限
は
、
３
月
31
日
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
２
０
２
５(

令
和
７)

年
度

税
制
改
正
に
よ
り
、
所
得
税

【事業所のあらまし】
事業所名	 司法書士ささきたけお事務所
代 表 者	 佐々木 健雄（ささき・たけお）
所 在 地	 境港市馬場崎町84
事業内容	 司法書士、行政書士
	 簡裁訴訟代理関係業務
定 休 日	 土・日曜日、祝日
営業時間	 8：30～17：30
T E L	 0859-44-6130

ー ささきたけお事務所 ー

　
さ
て
、
公
之
さ
ん
は
若
い

と
き
に
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い

た
こ
と
も
あ
っ
て
、
最
近
は

広
島
の
友
達
と
サ
ン
フ
レ
ッ

チ
ェ
広
島
の
試
合
を
時
々
見

に
行
っ
た
り
す
る
余
裕
も
で

き
た
よ
う
で
す
。

　
明
る
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

健
雄
さ
ん
と
真
面
目
な
公
之

さ
ん
の
名
コ
ン
ビ
で
、
皆
様

の
ご
相
談
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
H

北馬
場
崎
町
駅

下
ノ
川
二
号
公
園

境跨線橋

司法書士
ささきたけお事務所

問題社員への対応

の「
基
礎
控
除
」お
よ
び「
給

与
所
得
控
除
」
が
見
直
さ
れ
、

新
た
に
「
特
定
親
族
特
別
控

除
」
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
と
し
の
確
定
申
告
書
に
は

特
定
親
族
特
別
控
除
の
欄
が

追
加
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
２
月
26
日
か
ら
３
月
３
日

ま
で
、
境
港
商
工
会
議
所
で

例
年
通
り
、
決
算
と
確
定
申

告
の
個
別
相
談
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
県
西
部
地
区
の
税

理
士
さ
ん
が
相
談
員
で
す
。

変
更
点
な
ど
で
、
不
明
な
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
　
　
I

決算のポイント

税務・会計
一口メモ

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
え
る
佐
々
木
健
雄

さ
ん（
左
）と
公
之
さ
ん



カニやカニ関連商品が当たる

「カニ×カニカプセルで運だめしⅢ」
　　　　　　　～ ことしは松葉＆紅ガニ ～　を期間限定で設置します！

一昨年、昨年と大好評、連日完売の大人気企画。カニ関連の豪華賞品が当たるカニカプセルが
米子空港に再び登場！ ことしはなんと厳選松葉ガニに加え、紅ズワイガニをご用意して更なる
パワーアップを図って開催します。皆さまのご来港をお待ちしております。
※全てのカプセルに空港内の飲食物販店で使用できる商品券(500円分)が入っています。

※詳しくは 「米子鬼太郎空港HP」をご覧ください！
　https://www.yonago-air.com/

●実施期間：令和8年2月2日(月)～2月15日(日)
●営業時間：午前10時30分～なくなり次第終了
●場　　所：米子鬼太郎空港2階 中央
　　　　　　(境港市佐斐神町1634番地)

参加料

1日50個限定！
1人、1日1回まで

500円

ソウル便毎日就航を記念して大盤振る舞い！

　
前
月
号
の
ク
イ
ズ
問
題
は

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

元
気
み
な
と

　
境
港
市
周
辺
の
飲
食
店
を

紹
介
し
た
無
料
の
チ
ラ
シ

「
美
味
探
求 

秋
・
冬
編
」
が

で
き
ま
し
た
。(

一
社)

境
港

観
光
協
会(

竹
内
団
地)

が

作
成
。
地
元
で
水
揚
げ
さ
れ

た
新
鮮
な
カ
ニ
や
魚
の
食
事

を
提
供
す
る
店
の
ほ
か
、
牛

骨
ラ
ー
メ
ン
や
ス
イ
ー
ツ
、

お
み
や
げ
物
店
な
ど
も
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
境
港
市
周

辺
の
う
ま
い
も
の
巡
り
が
楽

し
み
に
な
り
ま
す
ね
。

は
、
２
０
２
６
年
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
を
制
作
し

ま
し
た
。
毎
年
制
作
し
て
い

ま
す
が
、
今
回
で
何
回
目
に

な
る
で
し
ょ
う
か
」
と
い
う

も
の
で
、
正
解
は
③
の
「
５

回
目
」
で
し
た
。

賞
品
　
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン

 

バ
レ
ン
タ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

　
イ
ベ
ン
ト
期
間
中
は
、
夢

み
な
と
タ
ワ
ー
の
入
館
料
を

割
引
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
夢

み
な
と
タ
ワ
ー
ご
入
館
の
方

に
は
、
先
着
で
バ
レ
ン
タ
イ

ン
の
ち
ょ
っ
ぴ
り
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
差
し
上
げ
ま
す
。
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ

さ
い
。

開
催
期
間
　
２
月
11
日
㈬
～

15
日
㈰(
※
２
月
12
日
㈭
は

休
館)

　
詳
し
く
は
、
夢
み
な
と
タ

ワ
ー(

☎
47
―
３
８
０
０) 

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ペ
ン
を
置
い
て

正解と当選者

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

２
月
の
イ
ベ
ン
ト

ダ
ー
＆
オ
リ
ジ
ナ
ル
手
ぬ
ぐ

い当
選
者(

敬
称
略)

　
▽
濱
田

康
子(

外
江
町)

▽
岡
田
真
樹

(

新
屋
町)

▽
安
達
律
子(

中

野
町) 

ス
ポ
ン
サ
ー
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

元
気
み
な
と(

中
町)

美
味
探
求 

秋・冬
編

た
だ
い
ま
配
布
中

　(

一
社)

境
港
観
光
協
会
は

「
美
味
探
求 

秋
・
冬
編
」
を

発
行
。
Ｊ
Ｒ
境
港
駅
前
の
境

港
市
観
光
案
内
所(

大
正
町)

を
は
じ
め
、
境
港
市
や
米
子

市
な
ど
の
観
光
施
設
や
宿
泊

施
設
で
無
料
配
布
中
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
同
観
光
協
会 

(

☎
47
―
３
８
８
０)

ま
で
。 美味しい店が勢ぞろい

次のクイズに答えてください。
①～③までのうち、どれか一つが正
解です。正解した人には抽選でプレ
ゼントを差し上げます。

ハガキにクイズの答え、郵便番号、住所、氏名、年齢、
電話番号、境港商工会議所ニュースについてのひと
ことを明記して、下記の宛先まで送ってください。

応募のきまり

〒６８４-８６８６ 境港市上道町３００２
� 境港商工会議所 クイズ係

宛先

ＦＡＸ（４２－６５７７）
［E-mail］cci＠sakaiminato.comでもＯＫ。

応募締切

スポンサー　　妖菓堂(境港市本町)

２月９日㈪(当日消印有効)

妖菓堂(本町)の販売する「ゲゲゲのもなか」は、
粒あんともう一つ別のあんの種類があります。
その種類は何でしょう。（ヒントは６ページ）

賞品   「ゲゲゲのもなか(粒あん)４個入り」　５名様

① りんご
② 梨
③ ぶどう

Ⓒ水木プロ
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商工会議所会員を招いて

招待席

○創業のきっかけ？…妊娠中に、自分が食べる物がお腹の
赤ちゃんの体を作る基になるということを意識するよう
になり、地元の生産者さんが作った新鮮な食材をいただ
くことが、体や心の健康を作り、日々を豊かにしていく
のだと気づきました。数年前から、自分がすすめる食材
をマルシェなどのイベントで販売する機会があり、立ち
寄られたお客さんの反応から、自分と同じように地元の
新鮮な食材を求めている人が多いことを実感し、日常的
に手に取っていただけるよう店舗を構え、2024（令和６）
年にオープンしました。古民家「古

こ

と時
とき

」で、同じ思い
の仲間達と共同で運営しています。
○おすすめポイントは？…「身

しん

土
ど

不
ふ

二
じ

」という考え方を大
切にしていて、鳥取・島根の生産者さんが作ったオーガ
ニックな食材を中心に扱っています。生産方法だけでな
く、その生き方に感銘を受けた「推し」の生産者さんが
見つかれば直接交渉し、100年先も残したいものを販売
します。お中元やお歳暮にも対応し、全国への発送もで
きます。
○お客様は？…マルシェで知り合った人や、以前保育士と
して働いていた時の同僚や園児の保護者さんなど、自分
や家族の体のこと、大地のことを大切に思う人が手に
取ってくださることが多いです。
○今後の事業展開（展望）？…オンラインショップをより
充実させて、商品をもっと全国へ届けたいと思っていま
す。また、協力してくれる仲間と一緒に美保関で「タケ
ノコの塩漬け」を作っていて、ことしの夏までには販売
できるよう商品化を進めています。
○一言PR…食材を通して地元の良さを再確認していただ
くきっかけになると嬉しいです。

●●

●
矢島医院

北

古と時
（ムスヒ）●

岡田商店

高
松
町
駅

こだわりの食材を紹介する諏訪奈津子さん

【事業所のあらまし】
代 表 者 	諏訪奈津子(すわ・なつこ)
所 在 地	 境港市高松町390
Ｔ Ｅ Ｌ	 090-6409-6766
営業時間	 10：00～16：00
休 業 日	 水・土・日曜日
	 (土曜日は営業の場合あり)
事業内容	 各種食品販売
	 (鳥取・島根で生産されたもの) インスタグラムの2次元コード

ムスヒ
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